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1. 背景  
	 任意の方位、楕円率および偏光度を持つ偏光状態はストークス・パラメータで表現できる． 
Azzamは 4つの各光強度検出器の表面反射をさせて各反射光の光強度を検出することでストーク
ス偏光計を提案した 1)．しかし、各検出器の精密なアライメントが必要である．川畑は各方位に

設定された 3つビームスプリッタで得られた４つの光強度を検出することでストークス・パラメ
ータを測定している 2)．しかし、これはあらかじめ検出器のゲインおよび４つの偏光状態を入射

させキャリブレーションさせる必要がある． 
	 我々は６つ検出器を用いて偏光状態のキャリブレーションする必要のないストークス偏光計

を提案する．  

2. 6個の光強度検出器を用いたストークス偏光計の原理  
	 図 1に 6個の光強度検出器を用いた
ストークス偏光計の概略図を示す．光

源は He-Neレーザを用い，各偏光成分
s1，s2, s3は方位 0°，45°の偏光ビームス
プリッタ PBS および方位 45°の 1/4 波
長板 QWP と方位 0°の偏光ビームスプ
リッタの光強度を検出することで測定

している．あらかじめ各検出器のゲイ

ン比をキャリブレーションすることで

任意の偏光を測定することが可能に

なる． 

3. 6個の光強度検出器を用いたストークス偏光計の結果  
	 6 個の光強度検出器を用いたストークス偏光計を用いて偏光状態の測定を行った．右円偏光を
回転偏光板に入射させた各方位の直線偏光と水平直線偏光を回転 1/4 波長板に入射させた偏光状
態を測定した．図 2に回転偏光板の結果を示し，図 3に回転１/4波長板を示す．結果からアライ
メント誤差があるものの理論通りの傾向が得られた． 

 
	 	 	 	 	 	 	 	 図 2	 回転偏光板の結果	 	 	 	 	 	 	 	 図 3	 回転 1/4波長板 
4. まとめ  

	 6 個の光強度検出器を用いてストークス偏光計を提案した．従来あらかじめ既知の偏光状態を
入れキャリブレーションする必要があったが，この偏光計はキャリブレーションの必要がなく測

定することができる．実験結果から理論通りの傾向が得られた． 
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    図 1	 6th 検出器を用いたストークス偏光計の概略図 
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